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（件 名）  

ポケモンＧＯリアルイベント開催に向けての協議を求めることについて 

 

（要 旨） 

２０１６年７月６日に全世界でリリースされた株式会社ナイアンティックのポケモンＧＯは、

リリースから９年を経過した現在も全世界でアクティブユーザー数が９，０００万人を超える人

気のスマートフォンアプリケーションゲームの一つである。２０１７年からはポケモンＧＯ Ｆ

ｅｓｔというリアルイベント（開催地に指定された都市へ行き、ポケモンＧＯをプレイするイベ

ント）が開催され、日本では過去に北海道札幌市、宮城県仙台市、神奈川県横浜市、大阪府大阪

市・吹田市が開催地として選ばれている。また、２０２４年からはポケモンＧＯワイルドエリア

というリアルイベントも行われており、２０２４年は福岡県福岡市で開催され、２０２５年１１

月には長崎県で開催されることがアナウンスされている。 

これらのイベントは開催地にばく大な経済効果を生むことで知られており、ポケモンＧＯ Ｆ

ｅｓｔ２０２４仙台では開催期間中に国内外から６８，０００人が訪れ７３億９，６００万円、

新設のポケモンＧＯワイルドエリア福岡でも３６，０００人が訪れ４２億円の経済効果があった

と報じられている。北海道札幌市で開催されたポケモンＧＯ Ｆｅｓｔ２０２２札幌でも国内外

から５５，０００人以上が訪れ８７億円の経済効果を生んだとのことで、北海道での開催でも大

きな効果が見込める。 

以下にリアルイベント開催に向けての協議を行うべき理由をまとめる。 

１ 各種報道によって、ポケモンＧＯ Ｆｅｓｔ、ポケモンＧＯワイルドエリアが開催された場

合、その地域に与える経済効果がとても大きいこと。 

２ ２０２５年５月から６月にかけて開催された第２８回全国菓子大博覧会・北海道あさひかわ

菓子博２０２５、２０１０年から開催が継続されている北の恵み食べマルシェよりも大きな経

済効果が見込めること。 

３ 同じ北海道内の札幌市でも過去に開催されており、大成功を収めたことが分かっていること。 

４ 道の駅あさひかわにはアローラロコンとコオリッポのポケふたが設置されており、それを目

的に来旭される方がいるため、旭川市とポケモンというコンテンツが全くの無縁という状態で

はないこと。 

（次頁に続く） 



 

５ 長崎県知事がリアルイベント開催に向けて株式会社ポケモンへお願いする形で、ワイルドエ

リア長崎の開催に至ったことが報じられており、関係各社と協議を行うことで開催できる可能

性があること。 

６ 第２８回全国菓子大博覧会・北海道あさひかわ菓子博２０２５の開催や北の恵み食べマルシ

ェを成功させており、全国各地からたくさんの方々が来場するようなイベントを開催するノウ

ハウがあること。 

７ 旭川市には常磐公園、クリスタルパークと比較的大きめの公園が市内中心部からアクセスし

やすい場所にあり、その間に買物公園という步行者天国があることからもイベント会場を確保

しやすいこと、札幌市で開催したＧＯ Ｆｅｓｔと比較しても遜色ないと思うこと。 

８ 現在旭川市では、まちにち計画という買物公園に目を向けた社会実験を行っており、リアル

イベントが開催できれば、買物公園の魅力を全世界に発信できること。 

９ ポケモンＧＯのリアルイベントでは国内外問わず参加者がいるため、観光政策が比較的イン

バウンド対象が多く感じる旭川市において、国内観光客に対して旭川市をアピールする機会を

得られるため。 

１０ ポケモンＧＯのコミュニティアンバサダーが旭川市から２人選ばれており、イベントを行

いやすい体制が既に整っていること。 

 

以上の趣旨から、次の事項について陳情する。 

 

陳情事項 

１ 旭川市は株式会社ポケモン、株式会社ナイアンティックと、ポケモンＧＯのリアルイベント

の開催についての協議の場を設けること。 

２ 協議の際には、旭川市の魅力を全力で伝え、開催に向けての前向きな協議を行うこと。 

３ 開催される際には、旭川市の魅力を全世界に発信すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


